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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 36,722 ― 1,171 ― 1,065 ― 1,051 ―
22年3月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 76.16 ―
22年3月期第3四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 33,129 9,670 28.8 691.50
22年3月期 ― ― ― ―

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  9,546百万円 22年3月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― ― ―
23年3月期 ― ― ―
23年3月期 

（予想）
13.00 13.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,350 ― 1,030 ― 990 ― 880 ― 63.74



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は 
  様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、 
  四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
２．当社は、平成22年４月１日に(株)タイテックと(株)エルモ社が経営統合し、両社を完全子会社とする共同持株会社として設立されました。この結果、 
  当連結会計年度が第１期となるため、前期実績及び前年同四半期実績はありません 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 21,063,240株 22年3月期  ―株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  7,257,575株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 13,805,708株 22年3月期3Q  ―株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジアを中心とした新興国市場の需要拡大に伴う輸出の増加

や政府による景気刺激策等を背景に、企業業績等は一部回復の兆しが見られるものの、欧米諸国の財政不安、長引

く円高や株式市場の低迷、デフレの進行や依然改善が進んでいない雇用・所得環境などが影響し、景気の先行き不

透明感は払拭されないまま推移いたしました。 

このような状況下、当社グループといたしましては、グループ中期経営計画（2010年４月～2013年３月）の基本

指針である「健全な企業成長と企業価値の着実な向上」を目指し、オプト・エレクトロニクス技術とマーケティン

グ力の強化をベースに、グローバルな事業展開を推進いたしております。 

光学事業におきましては、主力の書画カメラ（資料提示装置・実物投影機）事業及びプロジェクタ向け光学ユニ

ット事業は全般的に堅調に推移いたしました。その一方で、昨今の為替円高基調は、海外販売比率・海外進出比率

がともに高い当社グループにも大きく影響を与えました。 

電子事業におきましては、事業体質改善のための不採算事業の見直しのほか、今後の成長に向けての自社製品の

開発に注力いたしました。既存製品に関しましては、新規受注を安定的に確保する一方で、一部原材料の不足に伴

う生産の後ろ倒しがありましたが、売上はほぼ当初計画通りに推移いたしました。第２四半期より市場投入を開始

いたしました自社開発製品につきましては、積極的な外部展示会への参加やデモの実施等により、徐々にではあり

ますが受注を確保し、体制作りの第一歩を踏み出しております。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループ業績は、売上高 百万円、営業利益 百万円、

経常利益 百万円となり、四半期純利益は特別利益として負ののれん発生益 百万円を計上した影響で

百万円となりました。 

なお、当社は平成22年４月１日に経営統合により設立された持株会社であり、当連結会計年度が第１期となるた

め、前期実績及び前年同四半期実績はありません。従って、前年同期比の表示は記載しておりません。 

  

報告セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

  

① 光学事業 

グローバル経済の停滞が予算の削減という形で教育機器市場に影響を及ぼし、また、書画カメラの最大市場であ

る米国初等教育市場自体もいよいよ成熟期に入ってまいりました。光学ユニット市場についても低価格化競争がよ

り一層激しくなってきております。加えて、昨今の為替円高基調が特に光学事業に及ぼした影響は甚大でありまし

た。 

このような状況の下、当社グループは、経費削減・コストダウンを推進するとともに、既存製品の拡販及びソリ

ューション販売への注力、並びに、教育効果を最大限に高めるための「クラスルームソリューション（ＣＲＳ）」

機器の開発・提案等を積極的に推し進めてまいりました。また、中国・インドといったポテンシャルの高い市場を

含めた、グローバルマーケットへの更なる進出・浸透も図っております。 

これらの結果、光学事業における当第３四半期連結累計期間の売上高は 百万円、営業利益は 百万円

となりました。 

② 電子事業 

電子事業におきましては、ＦＡ関連機器の受託開発が順調に推移いたしております。また、第２四半期に市場投

入いたしました自社開発製品も、積極的な販促活動を通して市場認知度も高まり、今後当事業の売上増大に寄与す

るものと期待しております。 

これらの結果、電子事業における当第３四半期連結累計期間の売上高は 百万円、営業損失は 百万円とな

りました。当第３四半期累計期間では、販売は全般的に堅調に推移いたしましたが、利益面ではいまだ自社製品開

発のための研究開発先行投資分をカバーするには至っておりません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 当四半期末の資産、負債、純資産の状況 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は 百万円となりました。うち流動資産は 百万円、固

定資産は 百万円であります。 

流動資産の主な内容といたしましては、現金及び預金 百万円、受取手形及び売掛金 百万円、原材料及

び貯蔵品 百万円であります。 

固定資産の主な内容といたしましては、有形固定資産 百万円、投資その他の資産 百万円であります。

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

36,722 1,171

1,065 375 1,051

30,636 1,266

6,085 99

33,129 22,645

10,483

4,483 8,238

3,244

9,200 1,047
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（負債） 

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は 百万円となりました。うち流動負債は 百万円、固

定負債は 百万円であります。 

流動負債の主な内容といたしましては、支払手形及び買掛金 百万円、短期借入金 百万円であります。

固定負債の主な内容といたしましては、長期借入金 百万円、退職給付引当金 百万円であります。 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は 百万円となりました。なお、自己資本比率は ％、

１株当たり純資産額は 円となりました。 

② キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、 百万円となり

ました。 

当第３四半期連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により得られた資金は 百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益 百万円、

売上債権の増加額 百万円、たな卸資産の増加額 百万円、仕入債務の減少額 百万円等によるものであり

ます。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動により支出した資金は 百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出 百万円

等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動により得られた資金は 百万円となりました。これは主に、短期借入金の純減少額 百万円、長期借

入れによる収入 百万円、長期借入金の返済による支出 百万円、配当金の支払額 百万円、少数株主への

配当金の支払額 百万円等によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

通期連結業績予想につきましては、依然として為替円高による利益圧迫の懸念や景気の先行き不透明感が強いこ

とから、平成22年５月20日の「平成23年３月期の業績予想及び配当予想について」で公表いたしました通期連結業

績予想数値は変更しておりません。 

23,459 17,542

5,916

7,137 8,179

3,433 1,856

9,670 28.8

691.50

4,328

204 1,350

142 1,237 547

884 939

595 999

2,900 1,125 90

58
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

（一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

当第３四半期連結会計期間末の一般債権の貸倒実績率等が連結子会社の前事業年度末に算定したものと著しい変

化がないと認められるため、連結子会社の前事業年度末の一般債権の貸倒実績率等を使用して、当第３四半期連結

会計期間末の一般債権の貸倒見積高の算定を行っております。 

（たな卸資産の評価方法） 

当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、連結子会社の前事業年度末の

実地たな卸を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。 

② 特有の会計処理 

（税金費用の算定方法） 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

ただし、見積実効税率を使用できない会社については、法定実効税率を使用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

当社は、平成22年４月１日に㈱タイテックと㈱エルモ社が経営統合し、両社を完全子会社とする共同持株会社と

して設立されました。この結果、当連結会計年度が第１期となるため、該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 4,483,842

受取手形及び売掛金 8,238,088

商品及び製品 2,459,479

仕掛品 2,707,572

原材料及び貯蔵品 3,244,446

その他 1,544,696

貸倒引当金 △32,511

流動資産合計 22,645,614

固定資産  

有形固定資産  

建物及び構築物（純額） 3,282,666

土地 4,575,710

その他（純額） 1,341,996

有形固定資産合計 9,200,373

無形固定資産 235,691

投資その他の資産  

その他 1,072,241

貸倒引当金 △24,708

投資その他の資産合計 1,047,532

固定資産合計 10,483,597

資産合計 33,129,212

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 7,137,334

短期借入金 8,179,986

未払法人税等 238,571

引当金 26,860

その他 1,959,528

流動負債合計 17,542,280

固定負債  

長期借入金 3,433,597

退職給付引当金 1,856,555

引当金 46,592

負ののれん 383,822

その他 196,167

固定負債合計 5,916,734

負債合計 23,459,015
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

純資産の部  

株主資本  

資本金 2,500,000

資本剰余金 5,503,876

利益剰余金 3,985,411

自己株式 △1,861,663

株主資本合計 10,127,624

評価・換算差額等  

その他有価証券評価差額金 9,219

繰延ヘッジ損益 △67,648

為替換算調整勘定 △522,575

評価・換算差額等合計 △581,004

少数株主持分 123,577

純資産合計 9,670,197

負債純資産合計 33,129,212
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 36,722,069

売上原価 30,410,728

売上総利益 6,311,341

販売費及び一般管理費 5,140,075

営業利益 1,171,266

営業外収益  

受取利息 3,205

受取配当金 1,531

持分法による投資利益 4,178

負ののれん償却額 80,137

受取補償金 26,332

その他 68,904

営業外収益合計 184,290

営業外費用  

支払利息 80,448

創立費償却 25,058

為替差損 156,258

その他 28,106

営業外費用合計 289,872

経常利益 1,065,684

特別利益  

固定資産売却益 3,482

貸倒引当金戻入額 1,195

リコール損失引当金戻入額 4,281

製品保証引当金戻入額 3,120

負ののれん発生益 375,074

特別利益合計 387,155

特別損失  

固定資産売却損 11,388

固定資産除却損 12,047

投資有価証券評価損 8,185

減損損失 56,577

保険解約損 9,533

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 4,700

特別損失合計 102,431

税金等調整前四半期純利益 1,350,408

法人税等 296,381

少数株主損益調整前四半期純利益 1,054,026

少数株主利益 2,584

四半期純利益 1,051,442
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,350,408

減価償却費 628,852

減損損失 56,577

負ののれん償却額 △80,137

負ののれん発生益 △375,074

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 560

退職給付引当金の増減額（△は減少） △114,515

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △61,792

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6

受取利息及び受取配当金 △4,737

支払利息 80,448

投資有価証券評価損益（△は益） 8,185

有形固定資産除却損 12,047

保険解約損益（△は益） 9,533

持分法による投資損益（△は益） △4,178

有形固定資産売却損益（△は益） 7,905

売上債権の増減額（△は増加） △142,980

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,237,093

仕入債務の増減額（△は減少） △547,692

その他 932,633

小計 518,956

利息及び配当金の受取額 3,669

利息の支払額 △75,864

法人税等の支払額 △258,986

法人税等の還付額 16,763

営業活動によるキャッシュ・フロー 204,538

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △939,513

有形固定資産の売却による収入 48,477

無形固定資産の取得による支出 △50,621

投資有価証券の取得による支出 △4,192

関係会社出資金の払込による支出 △25,000

貸付けによる支出 △3,798

貸付金の回収による収入 390

定期預金の預入による支出 △155,000

定期預金の払戻による収入 155,000

その他 89,274

投資活動によるキャッシュ・フロー △884,983
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △999,000

長期借入れによる収入 2,900,000

長期借入金の返済による支出 △1,125,696

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △30,521

株式の発行による支出 △4,339

連結子会社の株式発行による収入 4,000

自己株式の取得による支出 △103

配当金の支払額 △90,937

少数株主への配当金の支払額 △58,259

財務活動によるキャッシュ・フロー 595,143

現金及び現金同等物に係る換算差額 △81,955

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △167,256

現金及び現金同等物の期首残高 4,496,098

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,328,842
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該当事項はありません。 

  

① 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、㈱エルモ社を中心とする「光学事業」と㈱タイテックを中心とした「電子事業」により事業活

動を展開しております。従いまして、「光学事業」「電子事業」を報告セグメントとしております。 

「光学事業」は、教育用映像機器、監視カメラ、プロジェクタ用光学部品等の開発・製造・販売を行っておりま

す。また、「電子事業」は、セキュリティ用、放送用、ＦＡ用等、様々な分野の電子機器の開発・製造・販売を行

っております。 

  

② 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（単位：千円）

  （注）セグメント利益の調整額 千円は、セグメント間取引消去 千円及び各報告セグメントに配分してい

ない全社費用 千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。 

  

当社は、平成22年４月１日に㈱タイテックと㈱エルモ社が経営統合し、両社を完全子会社とする共同持株会社と

して設立されました。この結果、当第３四半期連結累計期間末において資本金は2,500,000千円、資本剰余金は

5,503,876千円、利益剰余金は 千円となっております。なお、発行済株式数は21,063,240株となっており

ます。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  報告セグメント 調整額 

（注） 
合計 

光学事業 電子事業 計 

売上高 

外部顧客への売上高  30,636,996  6,085,072  36,722,069 ―  36,722,069

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 37,002  241,876  278,878 ( )278,878 ― 

計  30,673,998  6,326,948  37,000,947 ( )278,878  36,722,069

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
 1,266,558  △99,633  1,166,925  4,340  1,171,266

4,340 207,644

203,303

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

3,985,411
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